
平
成
30
年
１
月
16
日
・
17
日

研
修
地

　東
京
都
立
川
市

　
　
　
　東
京
都
多
摩
市

立
川
市
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
活
用
！

多
摩
市
議
会
の
事
務
事
業

評
価
！

立
川
市
議
会
で
は
、
若

手
議
員
か
ら
機
会
あ
る
度

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
要

望
が
あ
り
、
議
会
運
営
委

員
会
で
、
平
成
25
年
９
月

に
先
進
自
治
体
を
視
察
、

同
年
10
月
に
逗
子
市
議
会

を
視
察
、
同
年
11
月
に
は

逗
子
市
議
会
が
導
入
し
て

い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
事
業
者

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
説
明

会
を
実
施
、
同
年
12
月
に

全
議
員
を
対
象
に
当
該
事

業
者
に
よ
る
説
明
会
を
実

施
、
平
成
26
年
度
当
初
予

算
で
予
算
計
上
し
、
同
年

９
月
か
ら「
情
報
の
効
率

的
な
伝
達
方
法
の
確
立
」

と「
紙
の
省
資
源
化
」
を
目

的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を

ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に

よ
っ
て
大
量
の
情
報
を
携

平
成
30
年
２
月
６
日
・
７
日

研
修
地

　静
岡
県
焼
津
市

「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
つ
い

て
　平
成
28
年
度
51
．
３
億

円（
全
国
３
位
）

・
取
り
組
み
モ
ッ
ト
ー

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
で
焼
津

を
げ
ん
き
に
！
」

◎
特
色
　

　①
お
礼
の
品
数
が
日
本

一

　１
８
０
０
品
で
２
位

以
下
を
圧
倒
し
て
お
り
、

美
味
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る

　②
お
礼
品
の

ジ
ャ
ン
ル
・
種
類
が
多
く
、

お
礼
品
を
選
ぶ
の
が
楽
し

い

　③
８
割
弱
が
魚
介
類

や
水
産
加
工
品
で
、
年
末

年
始
需
要
に
マ
ッ
チ
し
て

い
る
。

◎
ふ
る
さ
と
納
税
の
目
的

　①
市
内
産
業
の
振
興

　

②
焼
津
市
に
移
住
す
る
人
、

観
光
に
来
る
人
の
増
加

　

③
収
入
の
確
保

　④
水
産

都
市「
焼
津
」
の
ブ
ラ
ン
ド

力
、
知
名
度
の
ア
ッ
プ

◎
ふ
る
さ
と
納
税
効
果

　①
ま
ち
が
元
気
に
！
・

行政視察報告

帯
し
、
常
時
、
検
索
・
閲

覧
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら

に
情
報
提
供
に
要
す
る
時

間
が
短
縮
で
き
る
な
ど
の

効
果
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

ま
た
課
題
と
し
て
は
、
紙

資
料
と
の
併
行
で
運
用
を

開
始
し
た
た
め
紙
削
減
が

進
ま
ず
、
今
後
は
目
標
を

持
っ
て
紙
資
料
の
削
減
を

進
め
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
実
機
を

使
い
な
が
ら
詳
細
な
説
明

を
受
け
、
各
委
員
か
ら
多

く
質
問
が
出
さ
れ
、
本
市

議
会
の
今
後
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
に
向
け
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

多
摩
市
議
会
で
は
主
と

し
て
事
務
事
業
評
価
や
議

会
報
告
会
な
ど
に
つ
い
て

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

多
摩
市
は
平
成
16
年
か

ら
決
算
事
業
報
告
書
の
作

成
を
始
め
、
こ
れ
を
受
け

て
平
成
17
年
９
月
に
議
会

に
よ
る
事
務
事
業
評
価
を

始
め
る
べ
く
決
算
特
別
委

員
会
改
革
に
着
手
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
19

年
10
月
に
議
会
基
本
条
例

制
定
を
め
ざ
し
て
議
会
改

革
特
別
委
員
会
を
設
置
。

平
成
22
年
３
月
に
議
会
基

本
条
例
を
可
決
し
、
同
年

９
月
に
施
行
。
当
該
条
例

に
基
づ
い
て
、
平
成
22
年

11
月
に
議
会
報
告
会
を
実

施
。
翌
年
の
11
月
か
ら
年

２
回（
予
算
・
決
算
）
の
報

告
会
実
施
を
確
認
し
た
が
、

平
成
29
年
３
月
に
基
本
条

例
を
改
正
し
、
議
会
報
告

会
と
意
見
交
換
会
を
選
択

可
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
事
業
評
価

に
つ
い
て
は
、
４
つ
の
常

任
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
分

科
会
を
組
織
し
て
、
行
政

経
営
報
告
書
を
踏
ま
え
各

常
任
委
員
会
の
所
管
事
業

か
ら
事
務
事
業
評
価
の
対

象
事
業
を
抽
出
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
評
価

に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
観
点

が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
方

向
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
が
元
気

に
な
っ
た
。・
市
民
皆
様

の
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
②
市
も
事
業
者
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
。
③

実
績
を
あ
げ
る
こ
と
で
、

「
焼
津
市
」
の
知
名
度
が
向

上

　④
成
果
が
見
え
る
こ

と
で
、
職
員
の
意
識
と
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

◎
今
後
の
課
題

　①
総
務
省
の
通
達
の

順
守（
返
礼
率
３
割
以
下
、

資
産
性
返
礼
品
の
廃
止
）

　

②
返
礼
品
の
見
直
し

　③

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
拡
大
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
強
化

　④
焼
津
市
を
応

援
し
て
く
れ
る「
リ
ピ
ー

タ
ー
」の
確
保

研
修
地

　静
岡
県
掛
川
市

「
防
災
体
制
」・「
防
災
へ
の

取
り
組
み
」に
つ
い
て

◎�

災
害
時
に
、
一
人
ひ
と

り
の
最
適
な
行
動
を
行

政
が
示
す
の
は
困
難

・「
自
ら
の
身
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
考
え
方
の

浸
透
。・「
自
助
を
求
め
る

姿
勢
の
尊
さ
」
を
行
政
が

示
す
。・「
地
区
防
災
計

画
」「
企
業
の
防
災
計
画
」

「
家
庭
の
避
難
計
画
」
作
成

の
指
導
・
災
害
時
は
、
避

難
所
へ
の
移
動
の
み
で
な

く
全
て
の
行
動
が
避
難
行

動◎�

災
害
に
備
え
た
取
り
組

み　①「
掛
川
市
地
震
・
津
波

対
策
寄
附
金
」
の
設
置
・

市
民
、
自
治
会
、
企
業
、

団
体
と
の「
協
働
」
で
５
年

間
で
３
億
円
の
募
金
活
動

　

②
出
前
安
全
講
座

　年
間

１
０
０
回
以
上
の
開
講

◎「
自
主
防
災
会
」の
活
動

　①
毎
年
、
中
学
１
年
生

と
避
難
所
運
営
を
行
う
自

主
防
災
会
役
員
が
、
体
育

館
で
宿
泊
を
含
め
た
訓
練

の
実
施

　②
地
区
住
民
が
、

自
ら
津
波
避
難
場
所
の

「
か
ぐ
ら
山
」
を
整
備
。
③

女
性
で
構
成
し
た
女
性
自

主
防
災
会
を
設
置
。
④
各

世
帯
ご
と
、
毛
布
入
り
の

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
世
帯
名
を

記
入
し
避
難
所
に
保
管
。
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